
平成元年版通信 白書の発表に当た って

今日の我が国においては,国 土の均衡ある発展のために多極分散型

国土の形成が求められています。また,世 界の繁栄と日本の発展は密

接不可分であ り,世 界 とともに生きる日本とい う視点が重要となって

います。

一方,我 が国の社会経済活動や国民生活に とって情報通信の果たす

役割はますます不可欠なものとなってお り,均 衡ある国土の発展や国

際化への対応が求められる中で,こ れ らに応じた情報通信の高度化を

推進 してい く必要があります。

このような状況を踏まえ,今 回の通信白書におきましては,「 重層

情報社会の形成と通信」をテーマに取 り上げ,現 在の社会を世界,全

国及び地域の各情報圏が重層的に重なる重層情報社会 としてとらえて

います。特に,現 在の我が国の抱える大きな課題である,東 京集中の

是正 と地方の活性化のためには,地 域における情報通信基盤の整備が

必要であることを記述いた してお ります。

郵政省といたしましては,今 後とも,情 報化の進展に向けて積極的

に取 り組んでまいる所存であ りますが,そ れには,何 よりも国民の皆

様の御理解 と御協力がなければならないことは言を待ちません。

この白書が,我 が国の通信及び情報化の現状並びに通信政策に対す

る国民の皆様の御理解を深める上で,一 助とな りますれば,誠 に幸い

に存 じます。

平成元年5月
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凡 例

この自書に おいては,以 下 の略号等を使用 してい る。

NTT:日 本電信電話株式会社

KDD:国 際電信電話株式会社

NHK:日 本放送協会

民放連:社 団法人 日本民間放送連盟

CATV:有 線 テ レビジ ョン放送

ISDN:サ ー ビス総合 デ ィジタル網

パ ソコン:パ ー ソナル ・コンピュー タ

ワープ ロ:ワ ー ドプロセ ッサ

CD:コ ンパ ク トデ ィス ク

民活法:民 間事業者 の能力 の活用に よる特定施設の整備の促進 に関す る

臨時措置法
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